
日本石油輸送株式会社

安全の徹底と質の⾼いサービスで未来への責任を果たします

⽇本⽯油輸送グループ
中期経営計画 平成29 〜31年度

平成29年5⽉12⽇



１.数値⽬標

1

数値⽬標

売 上 ⾼ 330億円以上（平成31年度）

営業利益 12億円以上（平成31年度）

経常利益 15億円以上（平成31年度）

Ｒ Ｏ Ｅ 5％（平成31年度）

配当性向 30％（平成29年〜31年度）

投資総額 125億円以上（平成29〜31年度合計）



２.基本⽅針
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• ⽇本⽯油輸送グループの継続的な発展
• 顧客から信頼され、選ばれる⽇本⼀のサービスを提供
• 全てのステークホルダーへ社会的責任を全う

• 輸送シェアの維持・安定的な収益の確保 【⽯油/LPG/化成品/コンテナ】
• Ｍ＆Ａなどを通じて更なるシェアの拡張 【⾃動⾞会社】収益⼒確保収益⼒確保

• 拡⼤する需要を確実に獲得 【LNG】
• 新規部⾨への投資拡⼤ 【海外事業/⽔素/航空コンテナ】成 ⻑ 分 野成 ⻑ 分 野

⽣産性向上⽣産性向上 • グループ連携による営業⼒強化（労働⽣産性向上）【働き⽅改⾰】
• 「強靭」かつ「しなやかな」企業体の構築 【組織再編/⼈材確保】



３.売上⾼推移
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売上⾼

売上⾼
⽬標 330億円

注：（ ）は前年度対⽐

単位：百万円

セグメント売上⾼割合



４.利益推移
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営業利益・経常利益 単位：百万円

営業利益
⽬標12億円

経常利益
⽬標15億円

注：（ ）は前年度対⽐



５.各セグメント別基本戦略

安全関係施設・教育の充実
安全・安⼼輸送のための⼈材の確保・育成

・鉄道と⾃動⾞
⼆輸送⼿段の
活⽤

・業界再編へ
的確な対応

・シェア拡⼤

・ＬＮＧ新規
荷主の開拓

・荷主ニーズに
応じた輸送提案

・⽔素輸送の
トップランナー

（化成品）
・タンクコンテナ
へ設備投資継続

・新規商品の開発
（特殊コンテナ）

・海外部⾨
売上げ拡⼤
収益⼒向上

（コンテナ）
・レンタル収益
最⼤化

・リース
販売強化

・航空コンテナ等
新分野へ進出

⽯ 油⽯ 油 ⾼圧ガス⾼圧ガス 化成品･コンテナ化成品･コンテナ
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【将来⾒通しに関する注意事項】
本資料に記載されている将来⾒通しに関する記述は、当社が現在⼊⼿して

いる情報および合理的であると判断する⼀定の前提に基づいており、当社と
してその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な
要因により⼤きく異なる可能性があります。

問合先：⽇本⽯油輸送株式会社総務部
TEL：03-5496-7671 6




